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新年おめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに輝かしい新春を
お迎えのことと、心からお慶び申し上げます。
昨年を振り返りますと、親善都市である広島県三
原市も甚大な被害を受けた「平成30年７月豪雨」
や、本町も大きな被害を受けた台風12号などの大型
台風の度重なる上陸など、あらためて自然の脅威を
思い知らされた年であったと回顧しております。
このような中、本町におきましては、一昨年の大
型会員制宿泊施設の開業や、温泉街の風情が残る「湯
元通り」における街なみ環境整備の実施など、官民連
携による地域活性化の取り組みを積極的に進めてき
たことにより、本町を訪れる宿泊観光客数は最も減
少していた時期に比べ、10万人ほど増加いたしまし
た。本年２月には、長年、遊休状態であった湯河原
温泉の象徴的な老舗旅館がリニューアルオープンす
るなど、更なる活性化が期待されるところでござい
ます。
一方で、年々増している自然の脅威に対する防災

力の強化は、大変重要な行政の責務であり、その取
り組みといたしましては、湯河原町防災コミュニ
ティセンターが本年３月に完成予定であるほか、３
月から本格的な建設工事に着手する予定となってお
ります八雲・まさご保育園統合事業では、保育園の
屋上を津波一時避難場所として活用できるような保
育園として計画しており、総合的な安全・安心のま
ちづくりを、より一層推進してまいりたいと考えて
おります。
本年は、新天皇の即位に伴う改元が実施され、「平
成」という一つの時代に幕が下り、新たな時代の幕が
上がる歴史的な年となります。本町におきまして
も、新たな時代に向け、町民の皆様が期待と希望を
持てるまちづくりの推進に、より一層尽力してまい
りますので、旧年にも増して、ご理解ご協力を賜り
ますよう、お願い申し上げます。
結びに、新春の門出にあたり、皆様のご多幸を心
からお祈り申し上げ、新年の挨拶といたします。

湯
河
原
町
長   

冨
田 
幸
宏

 

と
み
た   
ゆ
き
ひ
ろ

年 頭 の ご あ い さ つ行 政
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明けましておめでとうございます。
皆様には、お健やかに新春をお迎えのこととお慶
び申し上げます。
日頃から町議会に対しまして、深いご理解とご協
力を賜り、心より厚くお礼申し上げます。
さて、昨年を振り返りますと、

ピョンチャン
平昌冬季オリンピッ

クや米国メジャーリーグ、男女テニス界など世界で
活躍する日本人選手の姿により、スポーツ界から私
たちに明るい話題が数多く提供されました。
一方、６月には大阪府北部地震が、９月には北海
道

いぶり
胆振東部地震が発生し、また７月には西日本豪雨

が起こるなど、日本中が大きな自然災害の猛威にさ
らされた年でもありました。
本町におきましても、夏場に連続して襲来した台
風12号・13号の影響により、海水浴場の海の家が全
壊し、傷病者を搬送中の救急自動車が高波により損
壊されるなど多くの被害を受けました。また、これ
らの台風襲来時には国道135号が高波の影響により
長時間にわたり通行止めとなり、地域経済や住民生
活にも大きな影響を与えました。

このことを受け、町議会といたしましては、国道
135号の代替路線としても期待され、現在整備中の
広域農道小田原湯河原線の早期完成を求め、神奈川
県に対し意見書を提出したところであります。
町議会では、今後も町民の皆様の生命と財産を守
り、安全・安心な生活が送れるよう関係行政機関と
連携し、災害に強いまちづくりを進めてまいりま
す。
本年はラグビーワールドカップが日本で開催さ
れ、また、東京オリンピック・パラリンピックも開
催を１年後に控えるなど、訪日外国人旅行者の増加
がますます見込まれます。このような中、インバウ
ンド施策にもより一層注力し、一人でも多くのお客
様が本町を訪れていただけるよう、様々な施策を提
案し、官民が連携し本町の基幹産業である観光産業
をより一層盛り上げていきたいと思います。
輝かしい新春に臨み、新たな時代の幕開けとし
て、本年が皆様にとって、明るく幸せで実りある年
となりますようお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさ
せていただきます。

湯
河
原
町
議
会
議
長   

露
木 

寿
雄

つ
ゆ
き     

と
し
お

年 頭 の ご あ い さ つ
～New Year greetings 2019～

議 会
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ゆがわら農林水産まつり

ゆがわら農林水産まつり

第３回みかんグルメ&
スイーツサミット2019in湯河原

第３回みかんグルメ&スイーツサミット2019in湯河原

同日開催

 今年一年の安全祈願と消防活動における士気
高揚を図るため、新春恒例の『消防出初式』を
開催します。
日時　１月14日（月・祝）　9：30～
場所　町民体育館、町民体育館駐車場
内容
◆式典　消防功労者の表彰など
◆演技など　湯河原中学校吹奏楽部による演
奏、湯河原町少年少女消防クラブの演技、
湯河原町幼年消防クラブの演技など

※雨天時は式典および町民体育館で予定して
いる演技のみ開催

■問農林水産課振興係　内線735
■問みかんグルメ&スイーツサミット実行委員会
事務局（商工会内）　☎63-0111    　　　  

■問消防本部総務課消防団係　☎60-0178

▼共進会コーナー　みかんやキウイフルーツ、野菜など
のコンテスト。入賞品を購入することもできます。

▼地元農林水産物の展示販売コーナー　新鮮でおいし
い地元野菜、果物、水産加工品など

▼飲食コーナー　手作りみそおでん、甘酒、そば、う
どん、担々やきそばなど

▼親善都市コーナー　富山県立山町、長野県松本市奈川
地区、韓国の特産物など

　第１回、第２回のチャンピオンのお店や、有名ホテ
ル、スイーツチャンピオンのお店、地元老舗店などが
本気で考えた商品で参加します。
　対象のグルメを購入するともらえる投票券を、おい
しかったグルメに投票することができるほか、この日にし
か味わえないものもあります。また、「みかん大使」の発表
などのイベントもありますので、ぜひご来場ください。
※20日㈰の投票終了は、14：00
※詳しくは、ホームページ（http：
　//mikan-summit.jp/）へ

◆日時　１月19日㈯・20日㈰　両日とも10：00～15：00
◆会場　湯河原海浜公園　　◆入場料　無料

　町内の新鮮な農林水産物が集まる「ゆがわら農林水産まつり」と、特産物の柑橘類を使ったグルメが楽
しめる「みかんグルメ&スイーツサミット」が、今年も同時開催します。
　ステージでは、湯河原中学校吹奏楽部の演奏やゆたぽんファイブのグリーティング、和太鼓まつりばや
し、ポケモンステージショー、アンパンマンショーなども行います。

新春恒例 消防出初式
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方
自
治
の
振
興
、
公
共

の
福
祉
増
進
、
文
化
の

向
上
な
ど
に
功
労
の

あ
っ
た
方
や
、
町
民
の
模
範
と
な

る
行
い
を
し
た
方
を
表
彰
す
る
、

平
成
30
年
度
湯
河
原
町
表
彰
の
受

賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
次

の
７
人
の
皆
さ
ん
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
ご
功
績
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

功
労
表
彰（
３
人
）

◆
に
し
や
ま　
　

 

の
り
こ

西
山　
德
子
さ
ん

　
保
護
司
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て

保
護
観
察
対
象
者
の
更
生
援
護
活

動
と
犯
罪
予
防
活
動
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
◆
き
た
が
た　
　

 

い
ち
ろ
う

北
潟　
一
郎
さ
ん

　
小
田
原
交
通
安
全
協
会
湯
河
原

支
部
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
地
域

に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
◆ 

お
ざ
わ　
　

  

と
み
ゆ
き

小
澤　
富
行
さ
ん

　
小
田
原
地
方
防
犯
協
会
湯
河
原

支
部
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
、
防
犯
活
動
を
積
極
的
に
推
進

さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
防
犯
意
識

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰（
２
人
）

◆
い
た
が
き　
　

  

ひ
ろ
お

板
垣　
博
夫
さ
ん

　
湯
河
原
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

長
お
よ
び
湯
河
原
ま
ち
づ
く
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会
長
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
、
地
域
観
光
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
◆
い
し
か
わ　
　

 

な
が
こ

石
川　
永
子
さ
ん

　
亡
夫
の
ご
遺
志
を
継
ぎ
、
町
の

公
益
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
、
本
町
の
振
興
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
表
彰（
２
人
）

◆
し
ょ
う
だ　
　
み
つ
よ
し

庄
田　
光
良
さ
ん

　
湯
河
原
ゆ
か
り
の
美
術
館（
現：

町
立
湯
河
原
美
術
館
）館
長
お
よ

び
湯
河
原
町
美
術
品
等
選
定
委
員

会
委
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
、
豊
か
な
経
験
を
い
か
し
文
化

芸
術
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
　

◆
多
田　
宏
さ
ん

　

湯
河
原
町
民
大
学
学
長
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
、
幅
広
い
分

野
の
学
識
経
験
を
い
か
し
社
会
教

育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

※

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
表
彰

は
、
１
月
４
日
㈮
に
観
光
会

館
で
開
催
す
る
湯
河
原
町
賀

詞
交
換
会
の
中
で
執
り
行
い

ま
す
。

河
原
町
教
育
委
員
会
で

は
、「
共
に
生
き
、
支

え
合
う
社
会
」の
実
現

を
目
指
し
、
人
権
教
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

 

平
成
30
年
度
は
、
家
庭
生
活
や

学
校
生
活
、
社
会
生
活
の
中
で
、

あ
る
い
は
学
校
で「
人
権
」に
つ

い
て
学
習
し
た
こ
と
を
通
し
て
、

人
権
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
や
必

要
性
に
つ
い
て
、
小
学
校
５
・
６

年
生
と
中
学
校
１
・
２
・
３
年
生

を
対
象
に
川
柳
を
募
集
し
、
４
２

２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

おめでとうございます
平成30年度湯河原町表彰の受賞者が決定 ■問秘書広報室　内線203

Yugawara
町政ニュース

地

「共に生き、支え合う社会」の実現を目指して
人権に関する川柳受賞作品決定 ■問学校教育課教育指導係

　☎62-1100　　　　  

Yugawara
町政ニュース

湯

Town Administration News
町政ニュース

最優秀賞　　　ありがとう　心をつなぐ　まほうだね
　　　　　　　　　　　 　　　　 大開　愛（東台福浦小学校５年）

ごめんなさい　その一言で　仲直り

だいじょうぶ　いってもらえば　がんばれる

待っている　あなたの優しい　声かけを

飯沼　恒星

杉本　りこ

定岡　彩未

湯河原中学校
１年

吉浜小学校
６年

湯河原中学校
３年

優秀賞

努力賞

いいぬま　　こうせい

すぎもと

さだおか　　　あみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　  ひとこと            なかなお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

  ま　　　　　　　　　　　　　　　　　  やさ                 こえ

　　　　　　　　　　　　　こころ

　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　   おおひらき      こころ

た
だ        

ひ
ろ
し

■問の内線番号は、役場☎63-2111㈹へ
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内
に
居
住
す
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
人
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

 

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代

が
納
め
る
保
険
料
で
、
高
齢
者
の

年
金
を
負
担
す
る
と
い
う「
世
代

と
世
代
の
支
え
合
い
」が
基
本
で

す
。

国
民
年
金（
基
礎
年
金
）の

３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
齢
基
礎
年
金　
老
後
を
支
え

ま
す
。

②
障
害
基
礎
年
金　
病
気
や
け
が

で
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
に
支
え
ま
す
。

③
遺
族
基
礎
年
金　
加
入
者
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
子
の
あ
る
配

偶
者
、
子
を
支
え
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と

納
付
猶
予
制
度

 

収
入
な
ど
が
少
な
く
、
保
険
料

の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」（
学
生
の

み
）、「
納
付
猶
予
制
度
」（
50
歳
未

満
）な
ど
の
保
険
料
納
付
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

 

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
学
生
で
す
。

◆
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

※
ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ
れ

た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
可
能

と
な
っ
た
と
き
に「
追
納
制

度
」を
利
用
す
れ
ば
、
将
来
受

け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

会
保
険
の
加
入
や
町
外

へ
の
転
出
に
よ
り
、
湯

河
原
町
の
国
民
健
康
保

険
の
資
格
を
喪
失
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
国
民
健
康
保

険
証
を
使
用
し
、
病
院
な
ど
を
受

診
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
湯
河
原
町
の
国
民
健
康
保
険
証

が
使
用
で
き
る
の
は
、
他
の
健
康

保
険
な
ど
に
加
入
し
た
日
の
前
日

ま
で
で
す
。

「
新
し
い
保
険
証
が
届
く
ま
で
は
、

今
の
保
険
証
が
使
え
る
だ
ろ
う
」

「
病
院
で
は
何
も
言
わ
れ
な
か
っ

た
か
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

こ
れ
ら
は
間
違
っ
た
認
識
で
す
！

 

健
康
保
険
証
は
、
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
己

負
担
分（
１
〜
３
割
）の
支
払
い

の
み
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
自
己
負
担
分
以
外
の

医
療
費（
７
〜
９
割
）は
、
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
者
が

医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。
町
が

負
担
す
る
医
療
費
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
納
め
た
国
民
健
康
保
険

料
や
、
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
証

の
適
正
な
使
用
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
保
険
証
を
適
切
に
使
用
す
る
に
は

①
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場

合
は
、
す
み
や
か
に
国
民
健
康

保
険
の
脱
退
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

②
新
た
に
加
入
し
た
保
険
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
場
合
は
、
病
院
な
ど

に
保
険
の
切
り
替
え
中
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
、
前
の
保
険
証
は

使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

③
転
出
に
よ
り
、
湯
河
原
町
の
国

民
健
康
保
険
か
ら
他
市
町
村
の

国
民
健
康
保
険
に
切
り
替
わ
る

場
合
、
転
出
日
当
日
が
切
替
日

と
な
り
、
転
出
日
当
日
以
降
は

湯
河
原
町
の
保
険
証
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
切
替
日
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

世代と世代の支え合い
20歳になったら国民年金

Yugawara
町政ニュース

国

資格の喪失日に注意！
健康保険証は正しく使いましょう ■問住民課保険年金係　内線325～327

Yugawara
町政ニュース

■問日本年金機構ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165
住民課保険年金係　内線325～327　　　　　　　 

社

国

Town Administration News
町政ニュース
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動
機
付
自
転
車
や
軽
自

動
車
な
ど
に
対
す
る
軽

自
動
車
税
は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
の
名
義
人（
所
有

者
）へ
１
年
間
分
の
税
金
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
４
月
２

日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
な
ど

の
手
続
き
を
し
た
場
合
は
、
そ
の

年
度
分
を
全
額
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
廃
車
な
ど
の

手
続
き
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
し
て
く
だ
さ
い

○
車
両
を
廃
棄
処
分
し
た
だ
け

で
は
登
録
は
な
く
な
り
ま
せ

ん
。
速
や
か
に
廃
車
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
知
人
な
ど
に
譲
渡
し
た
場
合

も
名
義
変
更
の
手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
な
い
と
、
前
所
有
者
へ

課
税
さ
れ
ま
す
。

○
盗
難
に
遭
っ
た
場
合
で
も
、

警
察
へ
の
届
出
に
加
え
て
、
廃

車
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

◆
軽
自
動
車
税
の
税
率
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
）

の
適
用
期
間
が
２
年
延
長
に
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
は
、
平
成
30
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で
に
新
規
登
録
し
た
、
排
出
ガ

ス
お
よ
び
燃
費
性
能
に
優
れ
た
環

境
負
荷
の
小
さ
い
車
両
に
つ
い

て
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
賦
課
期
日（
４
月
１
日
）

現
在
、
初
度
検
査
年
月
か
ら
13
年

を
経
過
し
た
三
輪
お
よ
び
四
輪
以

上
の
軽
自
動
車
に
は
、
重
課
税
率

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

奈
川
県
西
部
地
域
で

は
、
以
前
か
ら
神
奈
川

県
西
部
地
震
や
、
首
都

直
下
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
町
に
お
い
て

も
近
年
、
台
風
に
よ
る
被
害
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
、
横
浜
地
方
気
象

台
長
の
肆
矢
雄
三
さ
ん
を
講
師
と

し
て
迎
え
、
災
害
時
に
、
気
象
庁

か
ら
発
表
さ
れ
る
気
象
情
報
の
説

明
や
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
受
け
た

際
の
避
難
行
動
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

手続き・問い合わせ先

処分しただけでは登録はなくなりません
軽自動車などの廃車手続きは済んでいますか ■問税務課課税係　内線262

Yugawara
町政ニュース

原

いざというときの防災について考えてみませんか
湯河原町防災講演会を開催します ■問地域政策課防災係　内線235

Yugawara
町政ニュース

神

原付（125cc以下）
小型特殊
　
二輪車（125cc超）

軽自動車（660cc以下）

役場税務課課税係

湘南自動車検査登録事務所
☎050-5540-2038

軽自動車検査協会
神奈川事務所湘南支所
☎050-3816-3119

車　　　種 問い合わせ先

Town Administration News
町政ニュース

　内容

▼日時　1月27日㈰　13:30～（開場13：00）

▼会場　役場第２庁舎３階会議室

▼定員　150人

▼参加料　無料

▼講演テーマ　

　　　　「気象情報と避難行動」

▼講師　
 よつや　　 ゆうぞう

肆矢　雄三さん
　　　　（東京管区気象台横浜地方気象台長）

▼講師プロフィール
　　東京大学大学院理学系研究科修了後、気象庁入庁。函館海洋気象台や、気象衛星
センターおよび本庁の観測部・予報部、札幌管区気象台で北海道内の気象業務など
の勤務を経て、その後、本庁観測部で気象衛星業務に従事し、平成29年４月から東京
管区気象台横浜地方気象台長として従事。
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133

海 の 授 業
　ディスカバーブルーの

 みずい
水井さん・

てらにし
寺西さんをお招

きして、９月27日㈭に「海の授業」の講演会を行いました。
　湯河原町や真鶴町の磯や海に住んでいる生き物の
写真が次々と紹介され、県の天然記念物に指定され
ている貴重な生き物などが身近な海にいることに、
子どもたちは目を輝かせていました。中でも、本物
のプランクトンをスクリーンに映し出したときは、
驚きの声が上がるとともに、「私たちの住む町にある
海は、たくさんの魚が集まる豊かな海なんだ。」とい
うことを実感していました。また、低学年・高学年
に分かれての講演会の中で、高学年では海の環境問
題にまで興味が広がっていきました。
　湯河原町・真鶴町の海の豊かさを楽しみながら知
ることで、自分たちの
住む町の自然に目を向
け、愛着を深めたり、
こんなに素晴らしい町
に住んでいるんだとい
う自尊感情を高める、
良いきっかけになりま
した。

が ん 教 育
　日本は世界に類をみない長寿大国になり、それに
伴いがん

りかん
罹患率が年々増加しています。男性でおよ

そ６割、女性でおよそ４割の人が生涯のうちに一度
はがんにかかるというのが日本の現状です。こうし
た経緯から、子どもたちもがんについて学ぶことが
必要だといわれるようになり、多くの学校でがん教
育が進んでいます。東台福浦小学校でも、『がん』と
いう病気を通して、命や健康について考える機会に
してほしいと、11月16日㈮に講師をお招きし、お話
を伺いました。
　講師は、神奈川県立がんセンター患者会『コスモ
ス』でがん患者やその家族が共に語り、情報交換する
場の世話人を務めていらっしゃる

 おがた   まさこ
緒方真子さんで

す。ご自身も二度のがん闘病を経験されており、そ
こから、命のかけがえのなさ、家族の支え、健康の
ありがたみなどを、５・６年生の子どもたちにやさ
しく語りかけるように
話してくださいまし
た。子どもたちは真剣
に話を聞き、健康・家
族などについて考える
ことができました。

※写真は、ディスカバーブルー提供

1
月
学
校
行
事

湯河原中学校

吉浜小学校

湯河原小学校

東台福浦小学校

10日㈭～16日㈬　ハートフルウィーク
24日㈭　職業体験（２年）
31日㈭　第４回定期試験（３年）

 ９日㈬・10日㈭　書き初め会
11日㈮～2月2日㈯　書き初め展示会
17日㈭　煙道体験（ふたば・竹の子・1・3・5年）
21日㈪～25日㈮　給食週間
23日㈬　第２回長縄とび大会
29日㈫　新１年生保護者説明会

★町内小中学校共通★　１月７日㈪まで　冬季休業

 ９日㈬～16日㈬　書き初め会
21日㈪～２月1日㈮　書き初め展
21日㈪～25日㈮　給食週間
22日㈫　授業参観
29日㈫　薬物乱用防止教室（6年）
31日㈭　新１年生保護者説明会

 ９日㈬・10日㈭　書き初め会
15日㈫　人権教室（３・４年）
15日㈫～25日㈮　書き初め展
17日㈭　授業参観・学級懇談会
25日㈮　新１年生保護者説明会
28日㈪　「いのち」を大切にする心をはぐくむ
　　　　教育推進研究講演会（笑いヨガ）

東台福浦小学校

「いのち」を大切にする心を育む
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★粗大ごみ（原則50㎝以上２m未満のごみ）を出す
場合は、事前に環境課保全係へ電話で申し込み、
「粗大ごみ収集処理券」をお買い求めください。（美
化センターへ直接持ち込む場合は無料です。）

◆収集日 １ 月 9 日㈬  → 申込期限 １ 月 4 日㈮
 1 月 23 日㈬  → 申込期限 1 月 18 日㈮
 2 月 13 日㈬  → 申込期限 2 月 8 日㈮
 2 月 27 日㈬  → 申込期限 2 月 22 日㈮
◆収集方法　戸別収集（券を貼って外に出しておいてください。）
◆問い合わせ
　◎ごみの収集
　　環境課保全係☎63-2111（内線552）
　◎ごみの処理
　　美化センター（湯河原町真鶴町衛生組合）☎63-3472
   

▲

平日　8:30～11:30/13:00～16:30
　

▲

土・祝日　8:30～11:30（日曜日は休業）

１月　ごみ収集カレンダー
ごみは、当日、朝8時30分（一部地域は8時）までに出してね。 

２月　ごみ収集カレンダー

　 休 休 可燃 可燃 休

休 可燃 　 可燃 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃 　 可燃 休

休 可燃 可燃

　 　 　 可燃 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃 　 可燃 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃

可燃
（粗大：有料）

可燃
（粗大：有料）

新聞・雑かみ

び ん

び ん

カ ン

カ ン

不燃

可燃
（粗大：有料）

可燃
（粗大：有料）

新聞・雑かみ

び ん

び ん

カ ン

カ ン

不燃

ダンボール・紙パック
ペ ッ ト ボ ト ル
ペットボトルキャップ

ダンボール・紙パック
ペ ッ ト ボ ト ル
ペットボトルキャップ

ダンボール・紙パック
ペ ッ ト ボ ト ル
ペットボトルキャップ

ダンボール・紙パック
ペ ッ ト ボ ト ル
ペットボトルキャップ

※1月24日㈭天ぷら油・
　布類拠点回収

※2月28日㈭天ぷら油・
　布類拠点回収

日 月 火 水 木 金 土

１ 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28

■問環境課保全係　内線553

猫は適正に飼いましょう
　猫はとてもかわいく、私たちの癒しとなってく
れます。地域でトラブルが起きないよう、猫を
飼うときは、次のことを守りましょう。

のら猫に餌を与えている人へ
　むやみにのら猫に餌を与える
と、たくさんの猫が集まり、子
猫を生んで増えたり、あちこち
にふんや尿をしたり、鳴き声が
うるさいなど、周囲に迷惑をか
けます。かわいそうと思い餌を
与える気持ちがあるな
らば、自身の飼い猫と
してきちんと面倒をみ
ましょう。

○猫の身元がわかるようにしましょう。
○外での餌の放置は止めましょう。
○トイレのしつけはしっかりしましょう。
○不慮の事故や感染症を防止するため室内で
飼いましょう。

○子猫が増えて困る場合は、不妊、去勢の手
術をしましょう。（町では、手術費の助成
制度があります。詳しくは、環境課保全
係へお問い合わせください。）



■問まちづくり課交通安全係　内線533

　一般車両（二輪自動車、事業用車両、販売目的の車
両を除く）にドライブレコーダーを設置する人に対し、取
付費用を含む購入費の２分の１（限度額１万円/台まで）
を補助します。
■対町内に住所を有し、町税などを滞納していない個人ま
たは法人で、車検証に記載された（される予定の）人

※警察の捜査に必要がある場合、記録データの提供が
できること。

※補助対象となるドライブレコーダーや申請時に必要な
書類など、詳しくは、町ホームページをご覧ください。

ドライブレコーダー設置補助
事業について
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★粗大ごみ（原則 50㎝以上２m未満のごみ）を出す場合は、事
前に環境課保全係へ電話で申し込み、「粗大ごみ収集処理券」
をお買い求めください。（美化センターへ直接持ち込む場合
は無料です。）

◆収集日 ３ 月 13 日㈬  → 申込期限 ３ 月 8 日㈮
 ３ 月 27 日㈬  → 申込期限 ３ 月 22 日㈮
 ４ 月 10 日㈬  → 申込期限 ４ 月 5 日㈮
 ４ 月 24 日㈬  → 申込期限 ４ 月 19 日㈮
◆収集方法　戸別収集（券を貼って外に出しておいてください。）
◆問い合わせ
　◎ごみの収集   環境課保全係☎63-2111（内線552）
　◎ごみの処理　美化センター（湯河原町真鶴町衛生組合）☎63-3472
   

▲

平日　8:30～11:30/13:00～16:30
　

▲

土・祝日　8:30～11:30（日曜日は休業）

３月　ごみ収集カレンダー
ごみは、当日、朝8時30分（一部地域は8時）までに出してね。 

４月　ごみ収集カレンダー

　  可燃 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃  可燃 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃  可燃 休

　 可燃  可燃 可燃 休

休 可燃  可燃 休

休 可燃 可燃 可燃 休

休 可燃  可燃 休

休 可燃 　

可燃
（粗大：有料）

可燃
（粗大：有料）

可燃
（粗大：有料）

可燃
（粗大：有料）

新聞・雑かみ

不燃カ ン

カ ン

び ん

び ん

新聞・雑かみ

不燃

カ ン

カ ン

カ ン

び ん

び ん

ダンボール・紙パック
ペ ッ ト ボ ト ル
ペットボトルキャップ

ダンボール・紙パック
ペ ッ ト ボ ト ル
ペットボトルキャップ

ダンボール・紙パック
ペ ッ ト ボ ト ル
ペットボトルキャップ

ダンボール・紙パック
ペ ッ ト ボ ト ル
ペットボトルキャップ

※4月25日㈭天ぷら油・布類拠点回収

※3月28日㈭天ぷら油・布類拠点回収

日 月 火 水 木 金 土

１ 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24/31 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

１ 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30
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開催日コース 場　所 申込期間

11■問の内線番号は、役場☎63-2111㈹へ

　年齢を重ねるごとに増えていく「ものわすれ」に対
する不安を持つ人を対象に、iPadを利用したもの
わすれ予防の教室を開催します。
　また、教室終了後に、認知症を正しく理解するた
めの「認知症サポーター養成講座」を開催します。

※第１回～第４回の申し込みは締め切りました。
※開催時間は、いずれも13：15～16：00
※ご来場の際は公共交通機関などを
ご利用ください。

◆定員　各回20人（先着順）
◆申し込み　電話または直接介護課
介護予防係へ

■問介護課介護予防係　内線342

 運動したいけれど一人では続かない、どんな運動
をすればよいかわからない、運動機能が低下してい
るように感じているという人。講師の指導で自分に
合った運動を見つけてみませんか。
◆日時（全10回）
　１月25日㈮、31日㈭
　２月７日㈭、13日㈬、20日㈬、27日㈬
　３月６日㈬、13日㈬、20日㈬、27日㈬
　※全て13：30～15：00（受付13：15～）
◆場所　商工会館３階302号室
◆定員　20人（先着順）
◆申し込み　電話または直接介護課介護予防係へ

■問介護課介護予防係　内線347

 フレイルとは、加齢
により筋力や心身の
活力が低下した状態
（虚弱）になること
で、多くの人が健康
な状態からフレイル
の段階を経て要介護
状態になると考えら
れています。
 皆さんも一緒にフレイル（虚弱）にならないよう、
生活を見直すフレイル予防事業に参加してみません
か。
◆日時　２月１日㈮　13:30～16:00
◆場所　保健センター２階集団指導室
◆定員　20人(先着順)
◆対象　町内在住の65歳以上の人
◆申し込み　電話または直接介護課介護予防係へ

■問介護課介護予防係　内線347

　糖尿病は、自己管理がとても大切な病気です。合
併症を予防するために一緒に勉強してみませんか。

◆場所　保健センター２階集団指導室
◆対象　糖尿病で療養中の人やその家族、糖尿病に
関心のある人、糖尿病が心配な人

　※４日間とも参加できる人優先
◆定員　30人（先着順）
◆申し込み　１月７日㈪から電話で保健センター健
康指導係へ
■問保健センター健康指導係　内線365

げんき応援教室（商工会館コース）に
参加しませんか

iPadを使った「頭の体操教室」と
「認知症サポーター養成講座」のご案内

「糖尿病教室」参加者募集フレイル予防事業に
参加してみませんか

日　　時 内　　容 講　　師

 １ 月23日㈬
14：00～15：30

 ２ 月 ７ 日㈭
13：30～15：30

 ２ 月14日㈭
10：00～13：00

 ２ 月22日㈮
14：00～15：30

糖尿病を正しく理
解しよう（講義）

糖尿病の運動療法
（講義・実習）

糖尿病食は健康長
寿食（講義・試食）
あなたの食事のバ
ランスは？
（グループワーク）

川越内科クリニック
かわごえみつひろ
川越三洋先生 
かながわ健康財団
たかがき  しげこ
高垣茂子さん
 
保健センター
栄養士

保健センター
保健師・栄養士

 ２ 月  ７ 日㈭ 文化福祉会館  １ 月 ７ 日㈪～ １ 月25 日㈮

 ３ 月 18 日㈪ シーサイド湯河原  ２ 月 １ 日㈮～ ２ 月25 日㈪

第5回

第6回



（会場：保健センター）
９日㈬ かるがも育児教室
 ９：30～10：00
 乳幼児と保護者
11日㈮ ３歳６か月児健康診査
 12：45～13：00
 平成27年6月生
16日㈬ １歳児歯科教室
 ９：15～９：30
 平成29年11月～12月生
18日㈮ １歳６か月児健康診査
 13：15～13：30
 平成29年6月生
21日㈪ 2歳児歯科検診
 13：15～13：30
 平成28年12月～平成29年１月生
22日㈫ ４か月児健康診査
 12：45～13：00
 平成30年9月生
※時間は受付時間です。

「あゆみの会」参加者歓迎
　ことばや発達の遅れが心配、お友
だちと上手に遊べないなど、お子さ
んの成長で悩んでいるお母さんやお
父さん、お子さんと一緒に参加して
みませんか。
●日時　
　１月９日・16日㈬  10：00～11：30
　１月23日㈬  　   10：00～13：00
●会場
　子育て支援センターゆたぽん２階
■問社会福祉課障がい福祉係　内線312

教育委員会とフリースクール等による
不登校相談会
●日時　２月２日㈯　13：00～16：30
（受付12：30～16：00）
●会場　小田原市生涯学習センター
けやき

●内容　不登校を経験した子どもや
保護者による座談会、フリースクー
ルなどの活動紹介、個別相談会など

※申し込みは不要です。直接会場へ
お越しください。
■問神奈川県教育委員会子ども教育支
援課　☎045-210-8292
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1月　保健行事カレンダーもちづき     くみこ

望月久珠子栄養士の

‼
カラダに効くワンポイントアドバイス

体内時計のリセットで、
今年も健康にスタート！

人間の体内時計

体内時計をリセットするには

放
っ
て
お
く
と

肥
満
や

睡
眠
不
足
の

原
因
に
！

朝食

脳にある
主時計

臓器にある
まっしょう

末梢
時計

＋
↓

朝の光

ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ト

ブ
レ
ー
ク

フ
ァ
ス
ト

体内時計では
24.5時間 1日24時間
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　家の新築や増改築、塗り替えなどを
する場合は、建築物の色彩やデザイ
ン、高さなどを定めた景観計画の基準
を遵守し、一定規模以上の場合にはま
ちづくり課へ届け出が必要です。
届け出が必要な規模

▼家などを建てる場合
　延床面積が150㎡（温泉場地区では
10㎡）を超えるもの、または３階建て
以上

▼外壁や屋根を塗り替える場合
　塗り替える部分の面積の合計が50
㎡（温泉場地区では10㎡）を超えるも
の
※温泉場地区とは、観光会館から不動
滝までの商業地域の用途が指定さ
れている区域です。

　職業に必要な知識、技術・技能を習
得して、職業に就こうという意思があ
る人を募集します。
実施校　東部総合職業技術校（横浜市）
　　　　西部総合職業技術校（秦野市）
募集期間　１月７日㈪～２月４日㈪
選考日　２月17日㈰
※募集コースや申込方法など詳しく
は、県内各校・ハローワークで配
布する募集案内をご覧ください。

対象となる家屋　次の条件にすべて該
当するもの。

①自らが所有し居住するもの（借家、
アパートなどは除く）

②昭和56年５月31日以前に建築また
は工事着手されたもの

③在来軸組工法であること（枠組壁工
法、プレハブ工法は除く）

④２階建以下であること　※簡易診断
の場合

補助率

▼簡易診断　経費の３分の２
　（上限額20,000円）

▼一般診断　経費の２分の１
　（上限額50,000円）

▼補強設計　経費の２分の１
　（上限額100,000円）

▼改修工事（現場監理費を含む）経費
の２分の１（上限額350,000円）

※補助を受ける人は、事前の相談が必
要です。詳しくは、まちづくり課
計画係へお問い合わせください。

information
情報ひろば

■日日時 ■期期間 ■場場所 ■内内容 ■対対象 ■定定員 ■費費用 ■持持ち物
■講講師 ■申申し込み ■ＥＥメール ■Ｈホームページ ■主主催 ■問問い合わせ
※■対がないものはどなたでも　■費がないものは無料

■問環境課保全係　内線553

■問まちづくり課計画係　内線531
■問まちづくり課計画係　内線532

外壁・屋根の塗り替えや
建て替えには届け出が必要です

■問神奈川県産業人材課　☎045-210-5715

県立総合職業技術校
４月生後期の募集

木造住宅耐震化補助事業

  募集農園　
かしわぎざわ
柏木沢農園　　（２区画）

　　　　　第１白沼田農園（４区画）
　　　　　第３白沼田農園（４区画）
　　　　　

てんぽうやま
天保山農園　　（６区画）

　　　　　
 まえくりば 
前栗場農園　　（２区画）

　　　　　
 ごうど
神戸農園　　　（５区画）

■費年間9,000円（１区画30㎡）
■対現在ふれあい農園を利用していな
い人で、次のいずれかに該当する
人（多数抽選）

①町内に住民登録がある人
②町内に畑以外の固定資産を所有し
　ている人
③町税などの滞納がない人
※同世帯に利用者がいる場合は不可
■申１月10日㈭までに直接、農林水産
課振興係へ

※農園の場所など、詳しくは農林水産
課振興係へお問い合わせください。

ふれあい農園利用者募集
■問農林水産課振興係　内線735

■日１月19日㈯　14：00～15：30
■場南足柄市文化会館(金太郎みらい
ホール)大ホール
■内特別警報と気象災害へのそなえ
　～今、知って欲しい防災対策～
■定500人（先着順）
■講

あまたつ たけし
天達武史（気象予報士）
■申電話で地域政策課防災係へ

■問地域政策課防災係　内線235
２市８町防災講演会を開催します

食品ロスを無くしましょう
　食品ロスとは、まだ食べられるのに捨てられる食品のことで
す。日本では、食品ロスが年間約646万トンあります。これを一
人当たりに換算すると、１日にお茶碗１杯分の食べ物を捨ててい
ることになります。
食品ロスを減らすためにできること
○買い物
・買い物に行く前には冷蔵庫や戸棚の中の食品の量を見てから、
使い切れる量を買いましょう。
・賞味期限と消費期限を正しく理解して買いましょう。
※賞味期限…品質が変わらずにおいしく食べられる期限（消費期
限に比べ、いたみにくい食品に表示）

※消費期限…安全に食べられる期限
　（いたみやすい食品に表示）
○料理
・できるだけ食材を使い切り、残った食材は早めに使い切りま
しょう。

・食べ切れる量を作るようにしましょう。
○食事
・残さず食べましょう。
・外食するときは、食べ切れる量を注文しましょう。
○生ごみを捨てるときは水分をよく切ってから捨てましょう。

食品ロスを無くしましょう

13■問の内線番号は、役場☎63-2111㈹へ



　平成30年分の法定調書と給与支払
報告書の提出期限は１月31日㈭です。
※e-Tax(イータックス)を利用して法
定調書を提出することができます。

※給与の支払いをする事業者の方は、
給与支払報告書を市区町村に、給
与所得の源泉徴収票を税務署にそ
れぞれ提出する必要があります
が、eLTAX(エルタックス)をご利
用いただくと、給与支払報告書と
給与所得の源泉徴収票を一括で作
成し、送信することで、給与支払
報告書は市区町村に、給与所得の
源泉徴収票は税務署に提出するこ
とができます。
■ Ｈ http://www.nta.go.jp（国税庁
ホームページ）／http://www.eltax.

    jp（eLTAXホームページ）

　小田原青色申告会が開催した税の書
道展の入賞作品を展示します。
■日１月８日㈫～14日（月・祝）
　（最終日は15：00まで）
■場町立図書館３階展示室
■内町内在住の小学生の作品を展示
■主小田原青色申告会湯河原支部

申告書作成会場の開設期間
■期２月18日㈪～３月15日㈮
相談・提出　9：00～17：00
　　　　　　（受付8：30～16：00）
※土、日を除く。（２月24日㈰、３月
３日㈰は開設）
■場小田原税務署
※税務署から発行されたIDとパス
ワードがあれば、ご自宅のパソコ
ンやスマートフォンで確定申告を
することができます。

※IDとパスワードは、税務署で職員と
対面による本人確認を行った後に発
行しますので、運転免許証などの本
人確認書類をお持ちの上、お近くの
税務署にお越しください。

　平成31年４月から小学１年生、中
学１年生になるお子さんのいる家庭
へ、１月下旬までに、入学通知書を送
付します。
　小中学校への入学について、心配ご
とや不明な点がありましたら、学校教
育課管理係へご相談ください。
※現在就学中のお子さんについての相
談も随時受け付けています。

　町民体育館の改修工事に伴い、体育
館体操の開催場所が次のとおり変更と
なります。
【変更となる開催日時】　２月４日㈪、
３月４日㈪　※全て10：00～11：30

【変更後開催場所】　鍛冶屋会館
※１月７日㈪は、予定通り町民体育館
で開催します。

information
情報ひろば

■問小田原税務署　☎35-4511
　税務課課税係　内線261～263

■問小田原青色申告会　☎24-2612

■日日時 ■期期間 ■場場所 ■内内容 ■対対象 ■定定員 ■費費用 ■持持ち物
■講講師 ■申申し込み ■ＥＥメール ■Ｈホームページ ■主主催 ■問問い合わせ
※■対がないものはどなたでも　■費がないものは無料

事業所・企業の皆さんへ
法定調書・給与支払報告書は期限までに提出を

第37回小学生の税の書道展
入賞作品の展示のおしらせ■問小田原税務署　☎35-4511

確定申告は自分で作成してお早めに

■問学校教育課管理係　☎62-1100
入学についてのご案内

■問介護課介護予防係　内線347
体育館体操の場所変更について 　道路や歩道へ樹木や枝が張り出し

て、歩行者や車両の通行に支障がある
場所があります。これらが原因で事故
が発生した場合は、所有者に責任が問
われます。また、強風や大雨により樹
木が倒れ、道路を寸断するなどの影響
も考えられます。このような被害を未
然に防ぐため、私有地の樹木などの伐
採にご協力ください。
　なお、私有地から張り出している枝
などは、町では伐採することができま
せん。

■問土木課土木係　内線513・514

私有地の樹木などの伐採に
ご協力を
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（広告）



　固定資産税・都市計画税では、住宅
の敷地として利用している土地（住宅
用地）には、税負担を軽減する特例措
置があります。正しく特例措置を適用
するために、土地や家屋の利用状況に
変更があった場合には、１月31日㈭
までに税務課資産税係へ申告してくだ
さい。
①住宅を新築または増築した場合
②住宅を全部または一部取り壊した場
合

③住宅を建て替え中の場合
④家屋の全部または一部の用途を変更
した場合（店舗、事務所、別荘、保
養所などから住宅に、住宅から店
舗、事務所、別荘、保養所などに
変更した場合など）

⑤土地の利用状況を変更した場合（住
宅敷地の一部を貸駐車場にした場
合など）

■日２月４日㈪　9：30～12：00／13：00～
16：00

※相談可能人数に達した場合、受付
を締め切ります。
■場役場第２庁舎３階会議室
■対小規模納税者の所得税および消費
税、年金受給者や給与所得者の所
得税の申告、個人事業税、住民税
の申告（土地、建物および株式など
の譲渡所得がある場合を除く）

※所得金額が高額な場合、住宅借入
金等特別控除を初めて受ける場
合、相談内容が複雑な場合および
税理士に依頼している場合はご遠
慮ください。

※申し込みは不要、直接会場へお越
しください。（午前中は混雑が予想
されます）

　平成31年度の固定資産税の算出の
基礎となる償却資産の申告書の提出期
限は、１月31日㈭です。事業用資産
がある人は必ず申告してください。
※申告には便利なeLTAX（エルタック
ス）をご利用ください。
■ Ｈhttp：//www.eltax.jp/

■期２月１日㈮～３月15日㈮
　９：00～15：00（受付8：30～）
※土曜日は休館
※最終日受付は14：00まで
■場青色会館３階大ホール

■日１月24日㈭　10：00～
■場湯河原小学校会議室
※傍聴希望者は、前日までに学校教
育課管理係へご連絡ください。

応募資格
一般　18歳以上34歳未満の人
技能　18歳以上で国家免許資格など
　を有する人（資格により55歳未満の
人）

受付期間　４月12日㈮まで
試験日　４月20日㈯～24日㈬のうち
１日を予定

勤務内容　障がい児介助員
募集人員　１人
雇用期間　2019年４月１日㈪から
2020年３月31日㈫まで（更新する
場合があります）

勤務場所　町立小中学校
勤務時間　週29時間以内
賃金　時給1,000円
選考　面接（日時は別途連絡）
申込方法　１月25日㈮までに、市販
の履歴書（写真貼付）を学校教育課
管理係へ持参

■問税務課資産税係　内線265 ■問小田原税務署　☎35-4511

■問税務課資産税係　内線265～268

固定資産税などに係る
住宅用地の申告について

所得税・事業税・住民税の申告相談
税理士による無料申告相談

償却資産の申告について

■問小田原青色申告会事業課　☎24-2614
確定申告指導会場のご案内

■問学校教育課管理係　☎62-1100
教育委員会定例会のおしらせ

■問自衛隊神奈川地方協力本部小田原地域
    事務所　☎24-3080

予備自衛官補採用試験

■問学校教育課管理係　☎62-1100
非常勤職員を募集します

15■問の内線番号は、役場☎63-2111㈹へ

■問介護課地域包括支援係　内線345 ■問学校教育課管理係　☎62-1100

　今、介護で困っていること、悩んでいる
ことなど、「一人で悩まず、一人で背負わ
ず」同じ立場だからこそ語り合ってみませ
んか。皆さんの参加をお待ちしています。
　ご本人と一緒にご参加いただけます。
ケアマネジャー、医療介護に携わっている
人の参加も歓迎します。
■日１月11日㈮　10：00～12：00
■場城堀会館1階
※駐車場が満車の場合は、役場駐車場
をご利用ください。

ゆがわら・まなづる家族会のご案内
～認知症の方の介護者を支援する会～ 湯河原町育英奨学金奨学生募集

支給額
　 ▼学資月額＝9,900円 ▼入学調達金（新１
年生のみ）＝年額20,000円 ▼交通費＝実
費の範囲内で教育委員会の定める額
■対町内在住で、高等学校に在学中または平
成31年４月から高等学校に通学する優良
（学業、健康など）な生徒で、経済的に修学
困難な人
■定若干名

■申奨学生願書に平成30年分の源泉徴収票
の写し、または収入の証明になる書類（家
族全員分）を添付
して、高等学校在
学生は２月20日
㈬、平成31年４月
入学生は３月１日
㈮までに在学中
の学校へ提出



（平成30年11月分）
●気温　最高 23.1℃ （10日）
　　　　最低 7.5℃ （24日）
　　　　平均 14.9℃
●降雨日数 9日　●総雨量 42.0mm

～1月31日㈭が納期限です～
●町県民税（第４期）
●国民健康保険料・介護保険料（第８期）
●後期高齢者医療保険料（第７期）
●水道料金・下水道使用料（１月分）

（平成30年12月１日現在）
●人口　24,150人　前月比－20人
　男性　11,208人
　女性　12,942人
　　　　　転入 74人／転出 66人
　　　　　出生 7人／死亡 35人
●世帯　10,872世帯　前月比 +3
※神奈川県人口統計調査による

 1 日（火・祝） 浜辺の診療所 ☎64-1600
 2 日㈬ 後藤耳鼻咽喉科クリニック ☎62-8777
 3 日㈭ 五十子内科医院 ☎62-3475
 6 日㈰ 湯河原中央温泉病院 ☎63-2555
13日㈰ 山口外科医院 ☎62-7131
14日（月・祝） こまつクリニック ☎60-1415
20日㈰ 湯河原胃腸病院 ☎62-7181
27日㈰ 中川整形外科医院 ☎63-5620
※当番医は、医師の都合により変更にな
る場合があります。

※最新の当番医の情報は、「ゆがわらメール
マガジン」または「テレビ神奈川（tvk・３
ch）データ放送」でご確認いただけます。

Population 湯河原町の人口

Weather 気象ゆがわら

Tax 今月の納期限

Hospital 今月の休日当番医
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◎心配ごと行政相談
■日１月10日㈭　13：00～16：00
■場宮下会館
■日１月20日㈰　13：00～16：00
■場文化福祉会館
◎青少年相談
■日平日9：00～12：00/13：00～16：30
■場青少年相談室(教育センター２階)
※上記時間以外は『親と子のテレ
フォン相談☎63-6300』へ

◎教育相談
■日平日9：00～12：00/13：00～17：00
■場学校教育課（教育センター１階）
◎町長相談（予約制）
■場役場会議室
■申秘書広報室（内線203）
◎育児相談
■日１月25日㈮　9：30～11：00
■場保健センター
◎ゆたぽん子育て相談（児童相談）
■場子育て支援センターゆたぽん
■申子育て支援センターゆたぽん（☎20-4940）
　こども支援課児童福祉係（内線332）
※虐待の疑いがある場合は、どな
たでもご連絡ください。

◎住民健康相談・栄養相談
■日１月11日㈮・21日㈪
　 9：30～11：30
■場保健センター
◎こころの健康相談（予約制）
■日１月17日㈭・28日㈪
   13：30～/14：30～/15：30
■場保健センター
■申保健センター保健予防係（内線366）
◎外国籍住民相談（予約制）
対象言語　英語・イタリア語・フランス
語・スペイン語・ハングル語
■申地域政策課企画係（内線233）

◎法律相談（予約制）
■日１月９日㈬　10：00～12：00
　１月23日㈬　13：00～16：00
■場商工会館
■申商工会（☎63-0111）
◎社会保険労務士相談
■日１月10日㈭ 　14：00～16：00
■場商工会館
◎融資相談（事業融資）
■日１月８・15日㈫　10：00～16：00
■場商工会館
◎税務相談（予約制）
■日１月23日㈬　13：00～16：00
■場商工会館
◎行政書士相談会
■日１月８日㈫　14：00～16：00
■場商工会館
◎補装具巡回更生相談（予約制）
≪肢体不自由≫
■日１月21日㈪　13：00～14：00
■場小田原市保健センター
■申社会福祉課障がい福祉係（内線311）
◎出張福祉相談会
■対障がいのある人、その家族
■内日常生活やサービスの利用など
≪湯河原会場≫
■日１月7・21日㈪　10：00～12：00
■場地域福祉センター１号館相談室２
　 （たんぽぽ作業所）
≪真鶴会場≫
■日１月8・15日㈫　10：00～12：00
■場町民センター１階機能回復訓練室
◎くらしの相談（予約制）
■日平日9：00～16：30
■内主に相続、不動産問題
■申秘書広報室（内線247）

ConsultationConsultation

相談ひろば
日時の記載のない相談は随時受け付けています。

■問地域政策課防災係　内線234

パブリックコメント 皆様のご意見をお寄せください
　「湯河原町空き家等対策計画」を策
定するにあたり、意見を募集します。
募集期間　1月4日㈮～２月４日㈪まで
対象　町内在住、在勤の人または町
内に事務所や事業所を持っている人
※詳しくは町ホームページをご覧くだ
さい。

■問保健センター保健予防係
内線361　　　　　　　

　「湯河原町いのち支える自殺対策計
画」を策定するにあたり、意見を募集し
ています。
募集期間　１月23日㈬まで
対象　町内在住、在勤の人
※詳しくは町ホームページをご覧くだ
さい。

■日１月19日㈯ 　10：00～11：30
■場納税者センター・青色会館
  （小田原駅東口から徒歩約10分）
■定40人（予約制・先着順）
■申電話で小田原青色申告会事業課へ
■問小田原青色申告会事業課　☎24-2614

税金セミナー「住宅取得と税金還付」
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●町立湯河原美術館　☎63-7788
　■時9:00～16:30（入館は16:00まで）
　■休9・16・23・30日
●町民体育館　☎62-1200
　  または☎070-5550-0352
　■時9:00～21:00
　■休1～3・7・15～3月15日
　■予1月４日㈮から４月分の団体予約開始
　※１月15日㈫～３月15日㈮まで、工事
　　のため臨時休館します。

●海浜公園テニスコート　☎63-0480
　■時9：00～16：00
　■休１～３日
　■予使用日の２か月前の１日から予約開始

●ヘ ルシープラザ　☎62-1333
　■時9：00～21：00
　■休1～3・7・21・28日
　■予1月４日㈮から４月分の団体予約開始
●こごめの湯　☎63-6944
　■時9:00～21:00
　■休7・15・21・28日
　※1～3日は、10：00～17：00営業

●独歩の湯　☎64-2326
　■時10：00～17：00　■休31日
●総 合運動公園（多目的広場）☎63-7288
　■時9：00～17：00
　■休1～3日
　■予使用日の２か月前から予約開始 　 

●総合運動公園
　（パークゴルフ場）
　☎63-7288
　■時9：00～16：00
　■休1～3・10・17・24・31日
●湯河原海辺公園ドッグラン
　☎63-2111（内線522）
　■時8：30～16：30
　■休8・15・22・29日

■ 世界のかわいい本の街
 　アレックス・ジョンソン
　神保町だけではなく、世界中
にある「本の街」。世界の小さ
くてかわいい41の「本の街」を
集めたビジュアルガイドブック
です。本好き、本屋好きの人に
お薦めしたい一冊です。

■素材を活かした手製本の教室
スタジオタッククリエイティブ/編 
　布で包む角背上製本から和
装本まで、全16作品の作り方
を写真付きで丁寧に紹介。本
の直し方や長持ちさせるため
の方法も詳しく解説。趣味に
も実用にも役立つ一冊です。

１月の新刊案内
サイバーセキュリティ入門 羽室英太郎
全国公開天文台ガイド
 日本公開天文台ガイド/監
へんな西洋絵画 山田　五郎
春は始まりのうた 小路　幸也
リベンジ 柴田　哲孝
最終標的 笹本　稜平

おはなし会 （会場　おはなしのへやほか）
　◎金よう日のおはなし会
　　1月11日㈮　11：00～
　　▶対象　２歳まで
　◎土よう日のおはなし会
　　1月19日㈯　11：00～
　　▶対象　３歳～小学生

午後の朗読 （会場　３階会議室）
　　1月22日㈫　14：00～

利用案内
◆開館時間　9:30～18:00
◆1月の休館日
　1～4・７・15・21・28日

★特別貸出のお知らせ
　蔵書点検のための特別整理休館（２
月５日㈫～８日㈮）の前に、特別貸出
期間として、下記の期間、貸出点数
を増やします。どうぞご利用くださ
い。
実施期間　１月26日㈯～２月３日㈰
　※１月28日㈪と２月１日㈮、２月４日
　　㈪は休館日
貸出点数　１人15点まで（その内、
DVDおよびビデオは５点まで）

今月のオススメ！

公共施設の利用案内

Library & Books Information

Public Institution Information
■時開館・営業時間　■休1月の休館・休業日　■予予約

  はむろ  えいたろう

 やまだ          ごろう

しょうじ       ゆきや

 しばた        てつたか

ささもと    りょうへい

～本を愛して～

17■問の内線番号は、役場☎63-2111㈹へ
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岩本賢一さん

小澤健一さん 髙木秀介さん

杉山崇丸さん

鳥光弘孝さん

小澤健一さん 髙木秀介さん

　11月３日（土・祝）、平成30年秋の叙勲が発令され、元
湯河原町消防団長の

いわもとけんいち
岩本賢一さんが

ずいほうそうこうしょう
瑞宝双光章を受章さ

れました。
　岩本さんは、昭和46年に湯河原町消防団員を拝命

し、40年にわたり、災害防除にあ
たるとともに、近代消防体制の確立
と消防団員の資質向上に取り組み、
常に湯河原町消防団の育成発展に尽
力されました。
　今回の受章に、「身に余る光栄で、
とても感激しています。今後もいっ
そう精進していきたいと思います。」
とおっしゃっていました。

　11月15日㈭、第59回全国スポーツ推進委員研究協議
会が鹿児島県で開催され、

とりみつひろたか
鳥光弘孝さんがスポーツ推進

委員功労者表彰（全国）を、湯河原町スポーツ推進委員会
がスポーツ推進委員優良団体表彰を受賞しました。

　鳥光さんは、平成２年４月から
体育指導委員（現スポーツ推進委
員）として、各種スポーツ教室や大
会での指導など、ニュースポーツ
の普及に努められ、平成24年度か
らは２年間にわたり、議長として
スポーツ推進委員会の運営、後進
の育成などに尽力されており、長
年の功労により、今回の受賞とな
りました。

　11月18日㈰、神奈川県青少年指導員大会が厚木市で
開催され、神奈川県青少年指導員表彰を受賞した

 おざわ  けん
小澤健

いち
一さんが、県西地域の受賞者を代表して、感謝状の授与

を受けました。
　小澤さんは、平成２年に神奈川県
および湯河原町から青少年指導員に
委嘱され、28年間にわたり、たこ
づくり教室やマス釣り大会、町内の
パトロールなどの活動を通して、青
少年の健全育成に尽力されており、
長年の功労により、今回の受賞とな
りました。

　12月１日㈯、吉浜小学校学校歯科医の
 たかぎ  しゅうすけ
髙木秀介さん

が、平成30年度神奈川県教育委員会表彰（永年勤続職員
表彰）を受賞されました。

　髙木さんは、平成５年４月１日
から25年間にわたり、吉浜小学校
学校歯科医として、小学校入学予
定児童の就学時健康診断、児童歯
科健康診断や歯科保健教育などに
尽力されており、長年の功労によ
り、今回の受賞となりました。

　11月14日㈬、神奈川県庁で開催された、平成30年度
優良PTA神奈川県教育委員会の表彰式において、湯河
原中学校PTAが優良PTAとして表彰され、代表として
湯河原中学校PTA会長の

すぎやまたかまる
杉山崇丸さんが表彰状の授与を

受けました。
　湯河原中学校PTAでは、生徒と地域住民がふれあ
い、互いの理解を深めるための行事を開催しており、ま
た、関係団体とも積極的に協力し、学校の教育活動支援
や、校外活動の見守りなど地域ぐるみで生徒の健全育成
を図ろうとする体制づくりに貢献するなどの取り組みが
認められ、今回の受賞となりました。

ゆがわらフォトニュース

Yugawara
Photo
News

平成30年秋の叙勲
瑞宝双光章を受章

平成30年度スポーツ推進委員功労者表彰（全国）、
スポーツ推進委員優良団体表彰を受賞

平成30年度神奈川県青少年指導員
表彰を受賞

平成30年度神奈川県教育委員会表彰
（永年勤続職員表彰）を受賞

平成30年度優良PTA
神奈川県教育委員会表彰を受賞



19 ■問の内線番号は、役場☎63-2111㈹へ

●2月号掲載写真募集●
◆対象　平成30年2月２日～平成30年
9月１日生まれ

◆申し込み　あかちゃんの名前（ふりが
な）、性別、生年月日、保護者名、住所、
電話番号、あかちゃんへのメッセージ
(20文字以内)と送り主（～より）を記
入し、写真を１枚添えて、秘書広報室
へ郵送または直接お持ちください。

◆締め切り　１月10日㈭
※掲載は一人１回、１枚限りです。
※写真は返却できません。
※応募多数の場合は翌月号への掲載に
なります。

あかち んゃ
写真館

■問社会教育課スポーツ振興係　☎62-1125

　子どもからお年寄りまで、誰もが気軽
に楽しめるニュースポーツです。
■日１月15日㈫
　 19：15～21：00
■場吉浜小学校体育館
■対小学生以上
　※小学生は保護者同伴
■費無料（申し込み不要、直接会場へ）
■持体育館シューズ(靴底が黒いものは不
　可）、タオル、飲み物
■講湯河原町スポーツ推進委員 

ファミリーバドミントン教室

◆
ひらまつ れいじ
平松礼二館企画展
　「日本の

いろ
色・四季の

いろ
彩

　　　　　 　～日本画の魅力」
３月25日㈪まで
◆企画展示室
　収蔵品小企画展
　　　　 　「

   やべ    ともえ
矢部友衛人物画展」

３月25日㈪まで
　プロレタリア美術の先駆者と
して知られる矢部友衛は、湯河
原に疎開中、近隣住民の肖像画
や湯河原近郊の風景など数多く
の作品を残しています。
　今回の展覧会では当館のコレ
クションから人物画と、平成29
年に新しく寄贈された作品を紹介します。
◆常設展
　

たけうちせいほう
竹内栖鳳、

  みやけ  こっき
三宅克己など、収蔵作品を展示。

◆学芸員によるギャラリートーク（当日申込制）
　1月20日㈰　10：30～11：10
◆平松礼二「見えるアトリエ」

▼アトリエ公開
　作品制作をしていない期間、随時　9：30～15：30
　アトリエの様子や制作途中の作品を見学できます。
※１月は、平松名誉館長によるアトリエ案内はありません。
◆ミュージアムカフェ『

 アンド　　 ガーデン
and garden』

　営業時間　10：00～16：30（ラストオーダー16：00）
※1月1日（火・祝）から、夜間営業はイベント開催時のみになります。

※1月20日㈰は家庭の日。町民の皆さんは観覧無料です。
※1月1日（火・祝）から開館します。
※水曜休館（祝日の場合は開館）
■問町立湯河原美術館　☎63-7788

町立湯河原美術館からのおしらせ

矢部友衛「窓辺の婦人」

作 ・絵 : きのこ
◆初日の出◆

はつひ　  　 で

69

ゆたぽんファイブは湯河原町広報マスコットキャラクターです
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▼あけましておめでとうございます。

▼さて、皆さんはもう、おせち料理は
食べましたか。紅白かまぼこやだて巻
など、色鮮やかな料理は舌だけでなく
目も楽しませてくれますが、その一つ
一つにおめでたい意味が込められてお
り、食べる前に意味を知ると、「こんな
意味が！」と感心させられるものばかりで
す。皆さんもぜひ調べてみてください
ね。(いぬまる)

コーヒーブレイク

『2019年版湯河原町民カレンダー』で未定日となっている日付について
　12月14日㈮に「天皇の即位の日及び即位礼正殿の儀の行われる日を休日と
する法律」が施行されました。
　これにより、『2019年版湯河原町民カレンダー』で未定日（緑色）となってい
る４月30日㈫～５月２日㈭および10月22日㈫は、休日となりますので、おし
らせします。
　なお、休日当番医については、町民カレンダーに記載のとおりとなります。

◆イベント

▼『オープニングセレモニー』
　２月２日㈯　12：00～
　（湯河原温泉

 げいぎ
芸妓の舞、ゆたぽんファイブ登場）

　※雨天の場合　２月３日㈰　12：00～

▼『狂言の宴』
　２月11日（月・祝）　13：30～
　（二十五世 

そうけちゃくなん
宗家嫡男 

おおくら   やたろう     せんとら
大藏彌太郎 千虎ほか）

　※雨天の場合　２月12日㈫　13：30～

▼『民謡×津軽三味線の共演』
　２月23日㈯ 　13：00～　※雨天中止 ■問観光課振興係　内線712～714

湯河原梅林

▼『婚活イベント　梅コン』　３月３日㈰
※申し込みは２月１日㈮から、湯河原総合情報セン
ター（☎63-5599）へ

▼『梅林ライトアップ』（入園無料）
　２月23日㈯～３月３日㈰　18：00～20：30
※期間中、土・日曜日は
　キッチンカーの出店
　などがあります。　

◆たこづくり教室
日時　１月18日㈮　18：00～21：00（申し込み不要。入場
は19：30まで）
会場　教育センター　持ち物　のり、はさみ　参加料　無料
※小学３年生以下は、保護者と一緒に参加してください。
◆新春たこあげ大会
日時　１月26日㈯　9：00～12：00　※雨天中止
会場　ゆめ公園（総合運動公園）
申し込み　１月４日㈮～23日㈬の間に電話で社会教育課
社会教育・青少年係へ
※紙と竹を使った手作りのたこを使用します。ビニールカ
イト、既製のたこでは参加できません。

日時　２月３日㈰
　　　11：00～
場所　五所神社

　イタリア発祥のファンゴ体験と、日帰り温泉、お食事
券、お買い物券、町立湯河原美術館入館券がセットになっ
たお得なプランです。1月から、平日・休日ともに利用で
きるようになりました。
期間　1月８日㈫～3月31日㈰
※月曜日（祝日の場合は翌日）を除く
定員　100人（先着順）
参加料　7,000円
申し込み　湯河原総合情報センターへ

日程　１月13日㈰・27日㈰、２月10日㈰・24日㈰
コース　町立湯河原美術館（集合10：00）→湯元通り→観光
会館→泉公園→福泉寺→五所神社（解散12：00）

定員　15人（先着順・最少催行人数3人）
参加料　1,000円
申し込み　湯河原総合情報セン
　ターへ

たこづくり教室＆新春たこあげ大会
社会教育課社会教育・青少年係　☎62-1125

五所神社節分祭
湯河原温泉観光協会　☎64-1234

湯河原温泉とファンゴの昼下がり
湯河原総合情報センター　☎63-5599

湯河原まち歩き散策ツアー
湯河原総合情報センター　☎63-5599

▼豆まき奉仕者募集‼
人数　15人程度（先着順）
参加初穂料　１万円
（神札、

かみしも
裃、記念写真ほかを含む）

※小学生以下は5,000円
申し込み　湯河原温泉観光協会へ

梅の宴
◆開催期間　２月２日㈯～３月10日㈰
◆入園料　200円（中学生を除く15歳以上）
　※町民証提示で無料




